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３０°，６０°，９０°の同じ三角定規を２つ用意し，それぞれ ＡＢＣ，
ＤＥＦとします。直輝さんと由衣さんは，この２つの三角定規を組み

合わせてできる四角形について考えることにしました。
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二人は，２つの三角定規
を右の図１のように，点Ａ
と点Ｆ，点Ｃと点Ｄが重な
るように並べました。この
とき，四角形ＡＢＣＥができ 
ます。

次に，図２のように， 
点Ｄが辺ＢＣ上にあり，辺ＥＦ 
が辺ＢＣと平行になるように， 
ＤＥＦを ＡＢＣに重ねま 

した。辺ＡＢと辺ＦＤ，辺ＥＤ 
と辺ＡＣの交点をそれぞれ点 
Ｐ，Ｑとすると，四角形 
ＡＰＤＱができます。

そして，図３のように， 
点Ｄが辺ＢＣ上にあり，辺ＥＦ 
が辺ＢＣと平行になるように， 
ＤＥＦを左に動かしました。
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次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）二人は，前ページの図１の四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になると予 
想し，予想が成り立つことを示すために，次の図４をかきました。
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図４において， ＡＢＣと ＣＥＡは合同なので，対応する辺の長さ 
や角の大きさが等しいことがわかります。
このことから，四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることは，平行四 

辺形になるための条件を用いて説明できます。下のア，イのどちら
かを選び，選んだ条件を用いて説明しなさい。ア，イのどちらを選
んで説明してもかまいません。

ア　２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。

イ　２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。
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（２）二人は，１７ページの図２，図３のように，２つの三角定規が重  
なったところにできる四角形ＡＰＤＱが長方形になると予想し，予想  
が成り立つことを示すために，次のような図５をかきました。
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４つの角がすべて等しい四角形は，長方形になります。四角形  
ＡＰＤＱについて，∠ＰＡＱ＝∠ＰＤＱ＝９０°より，∠ＡＰＤ＝９０°がい  
えれば，∠ＡＱＤ＝９０°となり，四角形ＡＰＤＱは長方形になります。
そこで，直輝さんは，∠ＡＰＤ＝９０°になることについて，次のよ  

うに考えました。

直輝さんの考え

①　∠ＡＰＤは ＡＦＰの外角だから，∠ＡＦＰと∠ＦＡＰの和に
等しい。

②　２直線ＦＥ，ＢＣに直線ＡＢが交わってできる角のうち，  
錯角である∠ＦＡＰと∠ＰＢＤは等しくなることから，  
∠ＦＡＰ＝∠ＰＢＤ＝６０°になる。

③　①，②より，
∠ＡＰＤ＝∠ＡＦＰ＋∠ＦＡＰ＝３０°＋６０°＝９０°になり，
∠ＡＰＤ＝９０°といえそうだ。

直輝さんの考えの②で，錯角である∠ＦＡＰと∠ＰＢＤは等しくなる
といえるのは，直線ＦＥと直線ＢＣに，ある関係が成り立っているか  
らです。その関係を記号を使って表しなさい。
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（３）二人は，左に動かす三角定規を，斜辺を底辺としたときの高さが
ＡＢＣと等しい４５°，４５°，９０°の三角定規に変えて，重なったとこ 

ろにできる四角形について考えることにしました。

右の図６のように，４５°，  
４５°，９０°の三角定規を ＧＨＩ
とし，辺ＡＢと辺ＩＧ，辺ＨＧと
辺ＡＣの交点をそれぞれ点Ｒ，Ｓ 
とすると，四角形ＡＲＧＳが 
できます。

点Ｇが辺ＢＣ上にあり，辺ＨＩが辺ＢＣと平行になるように，  
ＧＨＩを左に動かしたとき，二人は，四角形ＡＲＧＳが長方形になら 

ないと考え，次のような図７，図８をかきました。
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二人は，図７，図８で，四角形ＡＲＧＳが長方形にならないことか
ら，四角形ＡＲＧＳがどんな四角形になるか話し合っています。

直輝さん「 ＧＨＩを動かすと四角形ＡＲＧＳの４つの辺の長さ
はそれぞれ長くなったり短くなったりするよ。角の
大きさはどうなるかな。」

由衣さん「∠ＲＡＳと∠ＲＧＳの大きさはそれぞれ９０°で変わら 
ないね。∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの大きさはどうかな。」

ＧＨＩを動かしても，四角形ＡＲＧＳの∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの和はい 
つでも１８０°になります。このほかに，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさに
ついて，いつでもいえることを書きなさい。
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